




























































E・I層に区分し，更に I層を I-b-3・I-b-2・1-b 1・I-b-0・1-a-1・
1-a-oに細分した。各層の特徴を以下に示す。
くN層〉：

































これらのうち， 1-a-o, 1-b 2, 1-b-3は大部分のトレンチに共通して認められ，
乾燥状態の色はそれぞれ2.5Y3/1 C黒褐色， lOYR3/1 （黒褐色）， 7.5YR3/1 C黒褐




今回の壇林寺跡の発掘調査では，第9図に示す CA・ A’ . A＂・ B ・ C ・ D•E•F1～6 ・

























































































































また， A•A’ ・A＂・ Bの各トレンチにおいては，礎石の破片かと思われる 5～20cm程度の
多数の角離が出土している。これらの石の起源については不明であるが，その層位的位置につい

















較的硬い地層も土塁の場合と同じく I-b-2であり，上にのるやわらかい地層は I a -O, 
1' ピットを充填しているのは 1-a-1であった。また， A’においては，直径42cm深さ88cm
の円筒状の堀り込みがI b-1以下を切ってつくられており，更に深い溝が I-b-1あるい
はI-b-2以下を堀り込んでつくられていた。円筒状の堀り込みを充填する堆積物については
不明であるが，浅い溝を埋めている堆積物はA,A’の場合と同じく I a 1の堆積物であっ
『向
山』。
以上のことから， l-b-2の上面あるいは I-b-1 （この両者は時間的にそれほど大きな
隔たりはないであろう）の時期に溝あるいはピットを掘るような人出が比較的硬い当時の地表面
にかなり大規模に加わったことが推定できる。
5 深津地区における発掘結果について
十三集落内では以前に青磁の大皿が出土しており，今回その大皿の出土した地点について改め
て発掘をおこない，地層の観察をおこなった。
発掘は十三集落南部のパス通りがほぼ直角に向きを変えるT字路の真東20om付近の深津地区
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十三湊遺跡隠居地点（いわゆる伝檀林寺跡）の調査
の畑においておこなわれた。
層序は以下に示すように I～V層（壇林寺跡の I～IV層とは対応しない）に分けられ，遺物は
第E層に集中した。
くI層＞ 0 （地表）～25佃
灰褐色中～粗砂，小磯（ 2～4mm）混入。わらなど混入。
くE層＞ 25～48cm 
黒褐色中砂，小磯（ 2～5)mm混入。
遺物（石・炭・陶磁器破片など）出土。
くE層＞ 48～90cm 
灰褐色，粗～中砂，上部ほど粗い。
くW層＞ 90～105cm 
黒褐色シルト混り，中～粗砂，黄褐色シルト混入。
くV層＞ 105cm以下
灰褐色細～粗砂，黒色のバンド伺本か発達。
これらのうち，第V層は灰褐色の細～粗砂であるが，不規則な黒色のすじが何本か発達してお
り，ラミナ状の構造も認められ，水中堆積の状態が考えられる。前述の大皿はこの第V層に相当
する深さから出土しているが，遺物が第E層に集中し，第E層以下には全く認められないこと，
V層が水中堆積の様相を示しているなどのことから，大皿が自然状態で埋まっていたのかどうか
の確認が必要であると思われる。
〈注〉
Cl) マンセル土色記号。
(2) この地域において縄文海進の最高海水準は4m前後と考えられている〔海津 1976〕。
参考文献
海津正倫 1976 「津軽平野の沖積世における地形発達史j『地理学評論』第49巻1号。
（海津正倫：名古屋大学文学部，国立歴史民俗博物館特定研究協力者）
285 
